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【夏休み中の目標】💛「はあと」…はたらこう！あそぼう！読書（どくしょ）しよう！  

平和の祭典  

日本人選手、日本チームの活躍に、連日盛り上がってきた東京オリンピックも昨日閉会しました。

終業式で、「好きなスポーツだけでなく、いろいろなスポーツを見てください。」と話しました。

子どもたちが、少しでも興味関心をもってくれることを期待しています。  

いろいろな分類の仕方があるとは思いますが、オリンピックは、「競技スポーツ」が集まった大

会と言えるでしょう。競技ですから、勝負事。勝者がいれば敗者もいます。しかし、勝ち負けを超

えて、国を超えて、人種を超えて、お互いを讃えあう選手たちの姿を見ると、ステキだなと思いま

す。オリンピックが単なるスポーツイベントではなく「平和の祭典」と言われる所以
ゆ え ん

がそこにある

ような気がします。勝って涙する選手、負けて涙する選手、どちらにも共感することのできる人に

なってほしいですね。  

「第５波」⇒「ステージ４」⇒『レベル２』 
「第５波」と呼ばれる新型コロナの感染拡大が全国

的に進んでいます。長崎市も例にもれず、新規感染者

数が増加しています。先週、安心メールでお知らせし

たとおり、長崎市の感染段階が「ステージ３」に上がったため、学校における感染症対策レベ

ルも『レベル２』に引き上げられました。本日、文書を配付していますので、しっかりとご確

認ください。その後、感染力の強い「デルタ株」と呼ばれる変異型ウィルスによる感染が増加

し、さらに「ステージ４」に引き上げられています。ご家庭におかれましても，これまでどお

り、感染症防止に努め，健康と安全に十分留意してください。  

また、連日猛暑が続いていますので、熱中症対策は万全にお願いします。とくに、外出する

際は、帽子をかぶることと水筒を忘れないことです。子どもたちに声をかけてください。  

延ばしに延ばした６年生の「修学旅行（８ /２６~２７）」、９月の「運動会（９ /１９）」の

実施に影響が出ないことを祈るばかりです。  

「ながさき平和の日（長崎原爆忌）」 
 ７６年前の今日、８月９日。１個の爆弾で、７万を超える大切な命が一瞬で奪われました。当時

の長崎の人口の約４分の１に当たるそうです。その後も、多くの人々が後遺症で苦しみ亡くなって

いきました。すべて、戦争という人間の愚かな行為がもたらした結果です。  

 今では、原爆や戦争を実際に体験された方が高齢になり、亡くなっていく方も多い中、将来を

担う子どもたちへ、この事実をどのように語り継いでいくのかということは大きな課題であり、

残された私たち大人の責任でもあります。  

 学校では、子どもたちに戦争・原爆の悲惨さを語り継ぎ、平和な社会の担い手として成長するよ

う、年間を通して様々な学習を行います。１学期に実施した「被爆体験講話」や本日の「平和集会」

もその一環です。  

集会では、まず、２、３、５年生がこれまでに学習したことを発表し、皆で、「平和宣言（※裏

面参照）」を読みあげました。そして、１１時２分に黙祷を捧げた後、平和への祈りをこめて「千

羽鶴」を合唱しました。今回は、コロナ対策、熱中症対策からリモートでの実施となりましたが、

戦争や原爆の悲惨さ、命の尊さ、平和の大切さを改めて感じることのできた集会となりました。  

 今日、８月９日は、特に長崎市に住む私たちにとっては、７６年前の原子爆弾の投下並びにそれ

にかかわる戦争という悲惨な事実を再認識し、幸福で平和な世界の構築という人類永遠のテーマに

ついてあらためて考えなければならない大切な日です。また、来る１５日は「終戦の日」です。今

日の「ながさき平和の日」とあわせて、戦争の悲惨さや不条理さ、そして平和のありがたさについ

て考えるよい機会としたいものです。ご家庭でも話題にし、家族全員で平和について、命の尊さに

ついて語り合ってください。  
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（１年）わたしたちは、けんかをしないで、ともだちとなかよくします。  

（２年）わたしたちは、友達
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のいいところをたくさん見
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（運営委員会） 令和３年 ８月９日 伊良林小学校 全児童
ぜんじどう

 


